
番
号

学　　年

グループ名

月 指導時数 ★ 主な学習内容 指導の工夫

〇

・環境問題についてタブレット端末を
使用して、自分で問題点や解決方法
を調べることができる。
・調べたことを整理してまとめることがで
きる。
・身近なごみ問題について調べること
により、環境問題への興味や関心を高
め、社会の一員であることを意識する。

・調べる環境問題に
ついてあらかじめいく
つか提示をしておき、
調べたいことタブレッ
ト端末で調べる。

・ごみのポイ捨てつ
いて考えよう
・地域清掃

５
10
１

〇

・身近なものを取り上
げたり、視覚的な教
材を使用する。
・実態に合わせ、生
徒が主体的に活動で
きるように、トングやバ
ケツなどの様々な用
具を準備する。

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・よく見かけるごみについ
て調べたり、環境への影響
について調べたりする。
・学校から高幡台団地まで
の歩道の清掃を行う。

７
９

・ごみ問題の３Ｒ（リデュー
ス、リユース、リサイクル）に
ついて調べ、自分たちが
できることを考えてまとめ
る。11 〇

5

・ごみがもたらす環境への影響につい
て知る。
・日ごろから気を付けられることが分か
る。
・清掃用具を正しく使用することができ
る。
・友達と協力して、清掃を行う。
・正しくごみを分別する。
・地域を綺麗にしようとする意識を高め
る。

教科等名 総合的な学習の時間 学年

・学校の歴史や関連する事がらについて探求的に学び、生徒が自ら課題を解決できるような力を育む。
・地域の中学生と交流を深め、体験的な活動をする。
・美化意識を育てるとともに、地域社会の一員としての自覚をもち、社会に貢献する意欲を育てる。

6

11
12
２
３

・ヘルプカードの意味や活用方法を理
解する。
・校外学習の行先や経路について自ら
調べ、必要な情報を判断してまとめる
ことができる。
・見学先の活動について学び、学び方
やものの考え方を身に付け、主体的、
創造的に取り組む態度を育成する。

ねらい（評価の観点）

私たちの学校を知ろ
う

・障害者理解やボランティ
アマインドの育成を行う。
・障害者スポーツ

地域の中学生と交流
しよう

・事前事後学習を行う。
・日野第三中学校と交流
会を行う。

・地域の中学生との交流を深め、お互
いを知る。
・人との関わりあいの中で、伝える力を
高める。
・自己紹介や受け答えなど、相手に伝
わるように話す。
・自ら積極的に、地域の中学生と関わ
ろうとする。

・いくつかの障害者ス
ポーツを用意し、タブ
レット端末で調べて
学ぶ。

○

○

〇

・事前学習ではタブ
レット端末を使用する
ことにより、活動場所
や経路に見通しを
もって安心できるよう
にする。

・活動内容を明確に
し、活発に交流できる
ようにする。

・調べることについて
あらかじめリストアップ
しておき、タブレット
端末で調べる。

・タブレット端末をや資料を活用し、調
べることができる。
・調べたことを整理してまとめることがで
きる。
・学校について知りたいことを自ら調べ
ようとする。

・「学校2020レガシー」について知識を
もち、他者との相互理解をする。
・障害者スポーツを通じ、知、徳、体の
調和のとれた人間を育成する。
・多様性を尊重し、共生社会の実現に
貢献しようとする。

年間授業時数

使用教科書

単元（題材）名

オリンピックパラリン
ピックレガシー

10
11

４
５
６

共生社会に向けて
考えよう

35

ねらい

担当教員

6

・自分たちの学校の校章
や校舎、校歌、学校給食
などを調べ、学んだことを
調べてまとめる。
・学校の近くを探検し、季
節に応じた動植物を触り、
学校の周囲の自然につい
て調べてまとめる。

校外学習の事前事
後学習

・校外学習の事前と事後
に、校外学習について学
ぶ。
・ヘルプマークとヘルプ
カードの意味と活用方法
について学ぶ。

4

福音館書店　　「みぢかなかがくシリーズ　町たんけん　はたらく人みつけた」
ひかりのくに　　「こどものずかん④　はなと やさい・くだもの」

3

リサイクルについて
考えよう
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